
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区では、平成 21 年度に策定した「蒲田駅周辺地区グランドデザイン」の重点課題としている「蒲田駅を中心とする

地区整備」を実現するため、平成 22 年度より「蒲田駅周辺整備計画策定調査研究会」を設置し、「蒲田駅周辺整備計

画策定調査研究会 中間報告」をまとめました。さらに、平成 23 年度には、調査研究会の下部組織として「駅開発検討

部会」を設置し、鉄道事業者の協力も得ながら、公共施設（東西自由通路、地下自転車駐車場、駅前広場）の整備の

方向性について、「蒲田駅周辺整備計画（たたき台）」としてまとめ、公表しました。平成 24 年度は、関係者の密接な連

携・協力のもと、地域特性を考慮したまちづくりを推進するために、「蒲田都市づくり推進会議」を設置し、これまでの検討

成果を基に、蒲田駅を中心とした概ね半径 200m のうち、駅舎・駅ビル、駅前広場、駅周辺街区及び、主要道路（以下

「駅前空間」という。）の再編を図るための公共施設の整備など必要な取組みや手順などを検討し「蒲田駅周辺再編プロ

ジェクト（素案）」としてとりまとめました。 

平成 25 年度は、「蒲田駅周辺再編プロジェクト（素案）」の区民意見公募手続（パブリックコメント）と説明会を実施し、さ

らに「蒲田都市づくり推進会議」の下部組織として「駅周辺交通調整部会」を設置し、鉄道事業者に加え、バス事業者、

タクシー事業者と協議を重ね、「蒲田駅周辺再編プロジェクト」をまとめました。 

１．蒲田駅周辺整備検討の経緯 

大田区基本構想大田区基本構想大田区基本構想大田区基本構想((((平成平成平成平成 20202020 年年年年 10101010 月議決月議決月議決月議決))))    

将来像：地域力が区民の暮らしを支え、未来に躍動す

る国際都市 おおた 

大田区大田区大田区大田区 10101010 か年基本計画か年基本計画か年基本計画か年基本計画    

「おおた未来プラン「おおた未来プラン「おおた未来プラン「おおた未来プラン 10101010 年」年」年」年」((((平成平成平成平成 20202020 年度年度年度年度))))    

○中心拠点としての蒲田駅周辺のまちづくり 

蒲田駅周辺再編プロジェクト蒲田駅周辺再編プロジェクト蒲田駅周辺再編プロジェクト蒲田駅周辺再編プロジェクト    

    蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区グランドデザインのグランドデザインのグランドデザインのグランドデザインの将来像実現将来像実現将来像実現将来像実現にににに関関関関わるわるわるわる重要重要重要重要なななな蒲田蒲田蒲田蒲田

駅駅駅駅をををを中心中心中心中心とするとするとするとする地区整備地区整備地区整備地区整備についてについてについてについて、、、、課題解決課題解決課題解決課題解決のためののためののためののための必要必要必要必要なななな施設整備施設整備施設整備施設整備

とととと実現化実現化実現化実現化にににに向向向向けたけたけたけた手順手順手順手順、、、、整備整備整備整備のののの条件条件条件条件などをまとめたなどをまとめたなどをまとめたなどをまとめた総合総合総合総合プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

大田区大田区大田区大田区都市計画マスタープラン都市計画マスタープラン都市計画マスタープラン都市計画マスタープラン    

((((平成平成平成平成 23232323 年年年年 3333 月月月月    改訂改訂改訂改訂))))    

蒲田地域「まちの将来像」 

羽田空港の近接性を活かしたにぎわいのある商業

業務の拠点としてのまち 

主な整備方針 

・魅力ある中心拠点の形成 

・商業業務機能の集積促進、周辺商業地間の回遊

性向上 

・駅東西自由通路の設置、駅前広場再整備など 

・自転車駐車場の整備促進 

・新空港線の実現による交通利便性向上 

関連する計画、施策など関連する計画、施策など関連する計画、施策など関連する計画、施策など    

・大田区緑の基本計画(平成 22 年度) 

・大田区環境基本計画(平成 23 年度) 

 

位置付け 

蒲田駅周辺地区グランドデザイン蒲田駅周辺地区グランドデザイン蒲田駅周辺地区グランドデザイン蒲田駅周辺地区グランドデザイン    

((((平成平成平成平成 21212121 年度年度年度年度))))    

蒲田駅周辺地区の将来像とその実現のためのまちづく

り方針、取組み施策 

まちの将来像 

にぎわいあふれる多文化都市、誰もが安心して気持

ちよく過ごせる人にやさしい蒲田 

基本方針１ 商業・にぎわい・交流の創出 

基本方針２ 都市機能の向上 

基本方針３ まちの快適性の確保 

    蒲田駅蒲田駅蒲田駅蒲田駅をををを中心中心中心中心とするとするとするとする地区整備地区整備地区整備地区整備    課題解決課題解決課題解決課題解決のののの方向性方向性方向性方向性    

１１１１．．．．蒲田駅東西蒲田駅東西蒲田駅東西蒲田駅東西のののの連絡性強化連絡性強化連絡性強化連絡性強化    

２２２２．．．．駅周辺駅周辺駅周辺駅周辺のののの自転車駐車場自転車駐車場自転車駐車場自転車駐車場のののの確保確保確保確保    

３３３３．．．．東西駅前広場東西駅前広場東西駅前広場東西駅前広場のののの機能向上機能向上機能向上機能向上    

４４４４．．．．蒲田駅蒲田駅蒲田駅蒲田駅・・・・駅駅駅駅ビルビルビルビル、、、、駅前周辺街区駅前周辺街区駅前周辺街区駅前周辺街区のののの建替建替建替建替ええええ促進促進促進促進    

■平成 22 年度 

②蒲田駅周辺整備計画策定調査研究会の設置と中間報告の作成 

・「蒲田駅を中心とする地区整備」に焦点をしぼり、駅周辺での公共施設の整備等について、専門的・技術的検討

を実施し、実現に向けて現時点で想起される課題と解決の方向性を整理した「「「「蒲田駅周辺整備計画策定調査蒲田駅周辺整備計画策定調査蒲田駅周辺整備計画策定調査蒲田駅周辺整備計画策定調査

研究会研究会研究会研究会    中間報告中間報告中間報告中間報告」」」」を作成 

■平成 23 年度 

③駅開発検討部会の設置と「蒲田駅周辺整備計画(たたき台)」の作成 

・調査研究会内に駅開発検討部会を設置して、駅東西間移動歩行者通行量や自転車利用の実態調査結果など

を基に、公共施設整備などの検討を継続、「「「「蒲田駅周辺整備計画蒲田駅周辺整備計画蒲田駅周辺整備計画蒲田駅周辺整備計画（（（（たたきたたきたたきたたき台台台台）」）」）」）」を作成 

■平成 24 年度 

④「蒲田都市づくり推進会議」の設置と「蒲田駅周辺再編プロジェクト（素案）」の作成 

・調査研究会を発展組成した蒲田都市づくり推進会議を設置し、過年度検討成果を基に公共施設整備の検討等

を継続、「「「「蒲田駅周辺再編蒲田駅周辺再編蒲田駅周辺再編蒲田駅周辺再編プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト（（（（素案素案素案素案））））」」」」を作成 

検討の経緯 

蒲田駅周辺地区グランドデザイン対象区域 

蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区 

戦災復興土地区画戦災復興土地区画戦災復興土地区画戦災復興土地区画    

整理事業施行区域整理事業施行区域整理事業施行区域整理事業施行区域    

蒲田駅を中心とする地区蒲田駅を中心とする地区蒲田駅を中心とする地区蒲田駅を中心とする地区 

戦災復興土地区画整理事業施行区域戦災復興土地区画整理事業施行区域戦災復興土地区画整理事業施行区域戦災復興土地区画整理事業施行区域    

（西口：第（西口：第（西口：第（西口：第 12121212 地区、東口：第地区、東口：第地区、東口：第地区、東口：第 41414141 地区）地区）地区）地区）    

２．「蒲田駅周辺再編プロジェクト」の位置付け 

１ 

ＪＲ蒲田駅 

アロマスクエア 

アプリコ 

概ね概ね概ね概ね    

200200200200ｍｍｍｍ 

大田 

区役所 

東急蒲田駅 

蒲田駅を蒲田駅を蒲田駅を蒲田駅を    

中心とする地区中心とする地区中心とする地区中心とする地区 

東京工科大学 

日本工学院 

専門学校 

駅前空間 

東口 

駅前広場 

西口 

駅前広場 

「蒲田駅周辺地区グランドデザイン」が示す蒲田駅周辺地区のまちづくり方針 

■平成 21 年度 

①蒲田駅周辺地区グランドデザインの策定 

・蒲田駅周辺地区のまちづくりの将来像を描いた「「「「蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区蒲田駅周辺地区グランドデザイングランドデザイングランドデザイングランドデザイン」」」」を策定 

■平成 25 年度 

⑤区民意見公募手続き（パブリックコメント）の実施と「蒲田駅周辺再編プロジェクト」策定 

・パブリックコメントの実施、推進会議内に駅周辺交通調整部会を設置し事業者と協議、「「「「蒲田駅周辺再編蒲田駅周辺再編蒲田駅周辺再編蒲田駅周辺再編プロジェプロジェプロジェプロジェ

クトクトクトクト」」」」を策定 

検討対象区域（駅前空間） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（（（（１１１１））））歩行者環境歩行者環境歩行者環境歩行者環境    

・駅前広場内や周辺の歩道での、混雑時の歩行者と自転車との交錯 

・歩行者動線に影響する駅前広場の形状 

・溜まり場などのゆとり空間の不足 

    （（（（２２２２））））蒲田駅東西蒲田駅東西蒲田駅東西蒲田駅東西のののの連絡性連絡性連絡性連絡性    

・中央連絡通路の屈曲した形状による歩行者動線の錯綜と視認性の欠如 

・北側地下通路のバリアフリー未対応、防犯面での不安 

・災害時の東西間避難動線安全性の不安 

    （（（（３３３３））））公共交通利用公共交通利用公共交通利用公共交通利用    

・駅前広場周辺に分散しているバスの乗降場による利便性の低下 

・歩道でのバス降車場利用者と通勤歩行者の交錯 

・駅前広場内でのバス・タクシーと一般車の動線の交錯 

・道路上のタクシーの滞留    

    （（（（４４４４））））自転車自転車自転車自転車利用利用利用利用    

・解消が必要な暫定自転車駐車場 

・駅周辺の放置自転車による歩行者や緊急車両通行の妨げ 

    （（（（５５５５））））建物建物建物建物のののの老朽化老朽化老朽化老朽化    

・駅前広場周辺建物の老朽化による防災性の懸念    

    （（（（６６６６））））都市環境都市環境都市環境都市環境・・・・景観景観景観景観    

・環境負荷の低い建物への更新など環境配慮の必要性 

 

３．蒲田駅周辺の課題と駅前空間の将来像 

蒲田駅周辺地区グランドデザインで示した蒲田駅を中心とする地区整備を踏まえて、蒲田駅前空間の課題を

再整理します。 

    

    

    

・・・・戦災復興戦災復興戦災復興戦災復興のののの土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業によりによりによりにより形成形成形成形成されてきたまちのされてきたまちのされてきたまちのされてきたまちの骨格骨格骨格骨格はははは、、、、都市基盤都市基盤都市基盤都市基盤やややや建物建物建物建物のののの老朽化老朽化老朽化老朽化、、、、都市都市都市都市としとしとしとし

てのてのてのての機能不足機能不足機能不足機能不足などなどなどなど現在現在現在現在のののの社会社会社会社会・・・・経済情勢経済情勢経済情勢経済情勢へのへのへのへの不適合不適合不適合不適合がががが顕在化顕在化顕在化顕在化しているしているしているしている    

・・・・羽田空港羽田空港羽田空港羽田空港のののの国際化国際化国際化国際化、、、、近隣都市近隣都市近隣都市近隣都市のののの再開発再開発再開発再開発、、、、交通環境交通環境交通環境交通環境のののの変化変化変化変化、、、、少子少子少子少子・・・・高齢社会高齢社会高齢社会高齢社会などになどになどになどに対応対応対応対応しししし、、、、環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮もももも

含含含含めためためためた、、、、新新新新たなまちづくりがたなまちづくりがたなまちづくりがたなまちづくりが求求求求められているめられているめられているめられている    

・・・・様々様々様々様々なななな活動活動活動活動がががが集約的集約的集約的集約的にににに展開展開展開展開されされされされ、、、、大量大量大量大量のエネルギーをのエネルギーをのエネルギーをのエネルギーを消費消費消費消費するするするする都市都市都市都市においてにおいてにおいてにおいて、、、、地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化ガスガスガスガス（（（（二酸化二酸化二酸化二酸化

炭素炭素炭素炭素））））排出量排出量排出量排出量をををを低減低減低減低減するするするする都市再生都市再生都市再生都市再生がががが求求求求められているめられているめられているめられている    

 

蒲田駅蒲田駅蒲田駅蒲田駅前空間の周辺状況前空間の周辺状況前空間の周辺状況前空間の周辺状況    

蒲田駅蒲田駅蒲田駅蒲田駅前空間の現状課題前空間の現状課題前空間の現状課題前空間の現状課題    

１）１）１）１）蒲田駅前空間の課題蒲田駅前空間の課題蒲田駅前空間の課題蒲田駅前空間の課題    

２ 

２２２２））））駅前空間の将来像と駅前空間形成の方向性駅前空間の将来像と駅前空間形成の方向性駅前空間の将来像と駅前空間形成の方向性駅前空間の将来像と駅前空間形成の方向性    

【駅前空間の将来像】【駅前空間の将来像】【駅前空間の将来像】【駅前空間の将来像】    

環境環境環境環境にやさしくにやさしくにやさしくにやさしく、、、、快適快適快適快適でででで更更更更なるなるなるなる活力活力活力活力をををを生生生生みみみみ出出出出すすすす都市再生都市再生都市再生都市再生によりによりによりにより    

「「「「人人人人がががが集集集集い・にぎわうい・にぎわうい・にぎわうい・にぎわう、、、、国際都市国際都市国際都市国際都市    おおたのおおたのおおたのおおたの交通結節拠点交通結節拠点交通結節拠点交通結節拠点・・・・蒲田蒲田蒲田蒲田」」」」    

【【【【駅前空間形成の方向性駅前空間形成の方向性駅前空間形成の方向性駅前空間形成の方向性】】】】    

駅前広場駅前広場駅前広場駅前広場、、、、駅舎駅舎駅舎駅舎・・・・駅駅駅駅ビルビルビルビル、、、、周辺街区周辺街区周辺街区周辺街区がががが一体一体一体一体となとなとなとなったったったった    

快適性快適性快適性快適性・・・・機能性機能性機能性機能性・・・・利便性利便性利便性利便性のののの高高高高いいいい駅前空間駅前空間駅前空間駅前空間のののの形成形成形成形成    

(１)快適で安全な歩行者空間 

 

 

(２)駅東西が一体となった回遊性の高い空間 

 

 

(３)便利で快適な交通結節空間 

 

 

(４)快適な自転車利用空間 

 

 

(５)安全・安心な都市空間 

 

 

（６）環境にやさしい都市空間 

①駅前広場の歩行者環境の改善、交通機能の向上 

②公共交通利便性の改善 

③公共自転車駐車場の再編、自転車通行環境の改善 

④駅東西の回遊性・連絡性の強化 

①地域の玄関口としての駅前空間の形成 

②京急蒲田駅周辺との一体的な歩行者空間の形成 

③活気や潤いなどが感じられる魅力あるまちなみの形成 

④だれもが便利で快適なユニバーサルデザインのまちづくり 

⑤環境にやさしい先進的なまちづくり 

①防災機能を高める基盤施設などの整備 

②老朽化建物の建替え促進 

【【【【駅前空間再編方針駅前空間再編方針駅前空間再編方針駅前空間再編方針】】】】 

((((１１１１))))都市基盤都市基盤都市基盤都市基盤（（（（公共施設公共施設公共施設公共施設）））） 

((((３３３３))))都市防災都市防災都市防災都市防災 

((((２２２２))))都市環境都市環境都市環境都市環境 

○ゆとりある充分な歩道幅員 

○安全で誰もが円滑に移動できる歩行者動線 

 

○人が行き交う駅東西連絡 

○快適で魅力ある回遊路 

 

○利用しやすい公共交通 

○快適で機能性の高い駅前広場 

 

○利用しやすい自転車駐車場 

○安全な自転車通行環境 

 

○地震に強い建物 

○防災機能を持つ駅前広場 

 

○景観の美しいまちなみ 

○環境にやさしい施設（低炭素型都市） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平均乗降者数は約 42 万人/日で、近年は、ほぼ横ばいの推移 

・駅までの交通手段は、80%強が徒歩 

・駅までの交通手段は自転車利用が多い（蒲田駅 11％、大田区内各駅平均 6%） 

・駅舎・駅ビルから駅前広場の出入り交通量は東口が多く、朝方に顕著 

■■■■    鉄道利用鉄道利用鉄道利用鉄道利用とととと交通施設交通施設交通施設交通施設のののの配置配置配置配置 

４．蒲田駅周辺現況の再整理 
 
１）１）１）１）    駅前広場及び周辺駅前広場及び周辺駅前広場及び周辺駅前広場及び周辺 

バス乗車場バス乗車場バス乗車場バス乗車場    

①①①①    
②②②②③③③③

駅街路 

3号線 ④④④④    

③③③③    

②②②②    

①①①①    

補助 

37 号線 

バス降車場バス降車場バス降車場バス降車場    

タクシー乗車場タクシー乗車場タクシー乗車場タクシー乗車場    

    【凡例】 

      ①①①①      

バス（乗車） 
バス（降車） 
タクシー 
タクシー動線 
一般車通過動線 
バス乗車場番号 
バス降車場番号 

①①①① 

＜鉄道の利用状況＞ 

 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 

ＪＲ蒲田駅 27.2 27.1 26.8 26.7 26.7 

東急蒲田駅 15.1 15.4 15.2 15.2 15.1 

合計 42.342.342.342.3    42.542.542.542.5    42.042.042.042.0    42.042.042.042.0    41.841.841.841.8    

 

蒲田駅の平均乗降者数の推移 （単位：万人/日） 

資料：鉄道各社 HP 
※ＪＲ線の乗降人数は、乗車人数の２倍として想定した。 

・乗車場は広場内に 3 ヶ所（うち 1 ヶ所は空港シャトルバス乗降場）、広場外の補助

36 号線に 4 ヶ所の計 7 ヶ所 

・降車場は広場外の補助 36 号線に 3 ヶ所、アロマスクエア前に 4 ヶ所の計 7 ヶ所 

・乗車場は広場外の補助 37 号線に計 3 ヶ所 

・降車場は広場外の駅街路 3 号線に計 4 ヶ所 

 

[バス] （東口） 

（西口） 

・広場内に乗車場 1 ヶ所 、降車場はなし 

・広場内に 15 台程度の滞留スペース 

・広場内に乗車場 1 ヶ所、降車場はなし 

・広場内に 15 台程度の滞留スペース 

[タクシー] （東口） 

（西口） 

＜駅前における交通施設の配置＞ 

 東口 西口 

1日（7時～22時） 114,973 94,405 

朝 8時台  13,414  9,541 

夕 18時台  10,626  9,277 

   

駅舎・駅ビル～駅前広場の出入り交通量 

（単位：人） 

資料：H24 年度蒲田駅周辺交通利用実態調査 

東口・西口のバス・タクシーのピーク時利用者数 
（単位：人） 

資料：H24 年度蒲田駅周辺交通利用実態調査 

（西口駅前広場及び周辺の交通施設の現況） 

３ 

蒲田駅までの交通手段比率 

 バス タクシー 

ピーク時

※1 

7 時台 8時台 

乗車

※２

  865 104 

降車

※２

  681  49 

東口 

合計 1,546 153 

ピーク時

※1

 17 時台 18時台 

乗車

※２

  303 123 

降車

※２

  203  12 

西口 

合計  506 135 

 

※1 乗降合計のピーク時間帯 

※2 各交通手段の乗車、降車

を指す 

84% 11% 5%1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

  

徒歩徒歩徒歩徒歩    

84848484％％％％    

自自自自転車転車転車転車    

11111111％％％％    

路線バス路線バス路線バス路線バス    

5555％％％％    

その他その他その他その他    

１％１％１％１％    

資料：第 5回東京都市圏パーソントリップ調査 

    【凡例】 

      
①①①①      

バス（乗車） 
バス（降車） 
タクシー 
タクシー動線 
一般車通過動線 
バス乗車場番号 
バス降車場番号 ①①①① 

空港シャトルバス空港シャトルバス空港シャトルバス空港シャトルバス    

バス乗車場バス乗車場バス乗車場バス乗車場    

①①①①    ②②②②

③③③③ ④④④④

⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥

タクシー乗車場タクシー乗車場タクシー乗車場タクシー乗車場    

④④④④    

⑤⑤⑤⑤    

⑥⑥⑥⑥    

⑦⑦⑦⑦    

補助 

36 号線 

①①①①    
②②②②    

③③③③    

アロマスクエア 

駅街路 

2 号線 

バス降車場バス降車場バス降車場バス降車場    

バス降車場バス降車場バス降車場バス降車場    

（東口駅前広場及び周辺の交通施設の現況） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（東口駅前広場に出入りする歩行者交通量） 

 

 

 

 

 

（西口駅前広場に出入りする歩行者交通量） 

  

 

 

 

 

 

 注１）歩行者交通量に自転車交通量は含まれていない 

 

■歩行者交通量 

①①①①駅前広場の駅前広場の駅前広場の駅前広場の歩行者の状況歩行者の状況歩行者の状況歩行者の状況    

４ 

資料：H24 年度蒲田駅周辺交通利用実態調査 

※  調査日・・・平成 24 年 11 月 7 日（水） 

調査方法・・・通行量調査（7 時～22 時） 

（東口）朝方のピーク時などで、駅ビル前面の南側の歩道は、混雑が顕著 

（西口）夕方のピーク時などで、駅前広場南側の段差形状の円形広場を迂回しての通行が顕著 

（共通）朝夕ともに、駅、街へと向かう双方向の交通量が一定量あるため、歩行者の交錯が多数

発生 

駅前広場に出入りする駅前広場に出入りする駅前広場に出入りする駅前広場に出入りする歩行者交通量歩行者交通量歩行者交通量歩行者交通量    

（単位：人） 

（単位：人） 

■歩行者交通空間 

（東口）駅ビル前面の南側の歩道は、歩道幅員が不足しており、サービス水準が B 水準

※１

と歩

行にやや制約がある（  ：右上図青点線丸囲み部分） 

 

8888 時台時台時台時台    18 時台 

1日計 

【15時間】 

北方向 3,7743,7743,7743,774  (26%)  (26%)  (26%)  (26%)    4,547  (33%) 49,838  (34%) 

東方向 2,9402,9402,9402,940  (20%)  (20%)  (20%)  (20%)    3,620  (26%) 37,942  (26%) 

南方向 7,8717,8717,8717,871  (54%)  (54%)  (54%)  (54%)    5,721  (41%) 59,484  (40%) 

駅前広場とまちを往

来する歩行者交通量 

（小計） 14,58514,58514,58514,585 (100%) (100%) (100%) (100%)    13,888 (100%) 147,264 (100%) 

駅舎・駅ビルを出入りする歩行者交通量 13,41413,41413,41413,414    10,626 114,973 

 

 

8 時台 18181818 時台時台時台時台    

1 日計 

【15時間】 

北方向 5,401  (51%) 4,7604,7604,7604,760  (36%)  (36%)  (36%)  (36%)    53,012  (39%) 

西方向 1,805  (17%) 2,3102,3102,3102,310  (18%)  (18%)  (18%)  (18%)    22,159  (16%) 

南方向 3,323  (32%) 6,0176,0176,0176,017  (46%)  (46%)  (46%)  (46%)    61,303  (45%) 

駅前広場とまちを往

来する歩行者交通量 

（小計） 10,529 (100%) 13,08713,08713,08713,087 (100%) (100%) (100%) (100%)    136,474 (100%) 

駅舎・駅ビルを出入りする歩行者交通量 9,541 9,2779,2779,2779,277    94,405 

 

（駅ビル前面の南側の歩道におけるサービス水準） 

・ピーク時（8 時台）の 15 分間交通量：2,217 人 

・駅ビル前面の歩道幅員：約 6.5m 

・有効な歩道幅員

※２

：約 4.5m 

1 分間・1m 当りの歩行者交通量 

＝（ピーク時 15 分間交通量／15 分）／有効な歩道幅員 

＝ 2,217（人）／15（分）／4.5(m)≒33（人/m・分） ・・・B 水準（やや制約） 

 

※2「有効な歩道幅員」は、歩道全幅からタクシー乗車場の待ちスペースを除いた幅員を歩行に有効な幅員として設定。 

 

西口駅ビル西口駅ビル西口駅ビル西口駅ビル

    

JRJRJRJR蒲田駅蒲田駅蒲田駅蒲田駅

    

東口駅ビル東口駅ビル東口駅ビル東口駅ビル

    

東方向東方向東方向東方向 

20%（（（（2,940人）人）人）人）

 

南方向南方向南方向南方向 
54%（（（（7,871人）人）人）人）

 

5 

 

1,078 201 

19 919 

192 

765 

367 

408 

174 
2,218 

3,199 

905 

1,549 
254 

南方向南方向南方向南方向 

32%（（（（3,323人）人）人）人）

 

西方向西方向西方向西方向 

17%（（（（1,805人）人）人）人）

 
406 

185 

193 

129 

218 

250 

340 

84 

760 

514 

188 

312 

284 

127 

1,718 

687 

541 25 

851 

235 

188 

352 

8,266 

4,608 

2,185 

803 26 

1,862 
2,210 

859 362 

250 

581 

66 

668 

116 
90 

（（（（平日朝平日朝平日朝平日朝 8888 時台時台時台時台））））    

1,234 

北方向北方向北方向北方向 

26%（（（（3,774人）人）人）人）

 

北方向北方向北方向北方向 

51%（（（（5,401人）人）人）人）

 

470 

37 1,101 

840 

※  上記の割合は北、西、南の各方向の

交通量の合計に対する割合 

※  上記の割合は北、東、南の各方向の

交通量の合計に対する割合 

東方向東方向東方向東方向 

26%（（（（3,620人）人）人）人）

 

南方向南方向南方向南方向 

41%（（（（5,721人）人）人）人）

 

北方向北方向北方向北方向 

33%（（（（4,547人）人）人）人）

 

北方向北方向北方向北方向 

36%（（（（4,760人）人）人）人）

 

西方向西方向西方向西方向 

18%（（（（2,310人）人）人）人）

 

南方向南方向南方向南方向 

46%（（（（6,017人）人）人）人）

 

407 

393 

241 

240 

234 

283 

1,136 

1,613 

317 

365 

1,082 

196 

1,080 

228 

75 

632 

1,538 387 

70 

521 

312 

1,012 

1,355 

182 

489 

634 

177 

149 

1,017 

1,477 1,024 

2,203 

661 

631 

323 

733 

561 

262 
180 

269 

220 
208 

587 

870 

2,982 

3,075 

1,392 

1,720 

1,113 

75 45 

1,360 
2,876 

1,257 

983 

232 

135 

1,568 

（（（（平日平日平日平日 18181818 時台時台時台時台））））    

※  上記の割合は北、西、南の各方向の

交通量の合計に対する割合 

※  上記の割合は北、東、南の各方向の

交通量の合計に対する割合 

駅舎・駅ビル出入り 

（東口）13,414人

 

駅舎・駅ビル出入り 

（西口）9,277人

 

駅舎・駅ビル出入り 

（東口）10,626人

 

1,211 

駅舎・駅ビル出入り 

（西口）9,541人

 

西口駅ビル西口駅ビル西口駅ビル西口駅ビル

    

JRJRJRJR蒲田駅蒲田駅蒲田駅蒲田駅

    

東口駅ビル東口駅ビル東口駅ビル東口駅ビル

    

15分間交通量：2,217人 

現況歩道幅員：約6.5m 

有効幅員   ：約4.5m

 

※1 大規模開発地区関連交通計画マニュアル（平成 19 年 3 月改

訂・国土交通省）では歩行者系交通施設のサービス水準は右

記のように示されており、「A 水準を目指すこと」とされている。 

サービス水準Ａ　自由歩行　　　　　～27人/ｍ･分

　　　　　　Ｂ　やや制約　　　　27～51

　　　　　　Ｃ　やや困難　　　　51～71

　　　　　　Ｄ　困難　　　　　　71～87

　　　　　　Ｅ　ほとんど不可能　87～

280 
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②バスの②バスの②バスの②バスの利用利用利用利用状況状況状況状況    

（東口） 

・平日 15 時間で発便数は 483 台、約 7,800 人が乗車、着便数は 487 台、約 7,700 人が降車 

・発車のピークは、朝 7 時台で、発便数 41 台、約 900 人が乗車 

・到着のピークは、朝 7 時台で、着便数 4０台、約 700 人が降車 

・ピーク時などには、乗降場付近の歩道上でのバス利用者と歩行者の交錯が発生 

（西口） 

・平日 15 時間で発便数は 219 台、約 2,600 人が乗車、着便数は 218 台、約 2,700 人が降車 

・発車のピークは、夕方 17 時台で、発便数 16 台、約 300 人が乗車 

・到着のピークは、朝 9 時台で、着便数 18 台、約 300 人が降車 

・ピーク時などには、乗降場付近の歩道上でのバス利用者と歩行者の交錯が発生 

（東口と西口の比較） 

・東口の方が、乗車、降車とも、多くの人数が利用 

・東口の方が、朝ピーク時の乗車の利用者の集中が顕著 

５ 

※ 調査日・・・平成 24 年 7 月 10 日（火）  

調査方法・・・発着台数、乗降人数調査（7 時～22 時） 

③タクシーの③タクシーの③タクシーの③タクシーの滞留滞留滞留滞留状況状況状況状況    

④自動車の④自動車の④自動車の④自動車の通行通行通行通行状況状況状況状況（東口駅前広場）（東口駅前広場）（東口駅前広場）（東口駅前広場）    

（東口） 

・日中は 20 台程度の滞留、一部が駅街路 2 号線上に滞留 

・16 時以降、駅街路２号線上に滞留が増加（平日ピーク時（夜 24 時頃）最大 44 台、滞留長 330ｍ） 

（西口） 

・日中は 10 台程度の滞留 

・15 時以降、補助 37 号線上に滞留が増加（平日ピーク時（夜 24 時頃）最大 90 台、滞留長 720ｍ）  

（（（（東口東口東口東口））））    （（（（西口西口西口西口））））    

・駅ビル前面にて、平日 12 時間（７～19 時）で約 4,600 台 

・平日朝ピーク時（９時台）の自動車交通量（488 台/時）のうち、バス・タクシーを除く車両（以下「通

過交通」という）が約６割（287 台/時） 

・通過交通と駅前広場利用車両の交錯が発生 

資料：H24 年度蒲田駅周辺交通利用実態調査 

※  調査日・・・平成 24 年 11 月 7 日（水）、 調査方法・・・滞留台数、滞留長調査（7 時～24 時の毎正時） 

タクシーの滞留台数と滞留長 

資料：H24 年度蒲田駅周辺交通利用実態調査 

バスの発着便数と利用人数 

（（（（バスバスバスバス乗車場乗車場乗車場乗車場））））    

発便数 

【台】 

利用 

人数 

【人】 

時間帯【時台】 

利用 

人数 

【人】 

着便数 

【台】 

時間帯【時台】 

36 94 157 42 159

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9時台交通量（台）

大型貨物 小型貨物 乗用車 バス タクシー

資料：H24 年度蒲田駅周辺交通利用実態調査より作成 

通過交通など（287 台）

 

駅ビル前面道路の車種別交通量（平日 9時台） 朝ピーク時の駅前広場内の自動車交通量 

（平日 9時台） 

合計 

488 台 

 

※ 調査日・・・平成 2５年 1 月 24 日（木） 

調査方法・・・通行量調査（7 時～19 時） 

 

62台62台62台62台

417台417台417台417台

258台258台258台258台

488台488台488台488台

187台187台187台187台

188台188台188台188台

426台426台426台426台

71台71台71台71台

（（（（バスバスバスバス降車場降車場降車場降車場））））    

滞留長【ｍ】 

滞留台数【台】 

滞留長【ｍ】 

滞留台数【台】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

⑤駅前広場の面⑤駅前広場の面⑤駅前広場の面⑤駅前広場の面積積積積    

【東口】 

  現状の駅前広場面積（約 4,450 ㎡）は、駅前広場として望ましい面積（約 7,400 ㎡）に対して

大きく不足しており、十分な歩行者空間や交通空間が確保できていない 

 

【西口】 

  現状の駅前広場面積（約 5,400 ㎡）は、駅前広場として望ましい面積（約 5,800 ㎡）に対して

不足している 

 

・平日の 12 時台、休日 17 時台では、

駅東西を移動（駅東西間移動と駅ビ

ル利用）する歩行者が、JR 中央改

札口前の歩行者交通量全体の約半

分となっている。 

 

２２２２））））    自由通路自由通路自由通路自由通路    

・東急コンコース、JR・東急連絡通路、JR 中央改札口（西口寄り、東口寄り）（下図①～④）にて歩行者

交通量を調査 

・いずれの調査箇所も、平日の朝 8 時台が歩行者交通量のピーク 

・朝 8 時台の東急コンコース、JR 中央改札口（西口寄り、東口寄り）のサービス水準は B 水準 

・連絡通路の屈曲、通路に沿って存在する店舗の利用者や鉄道利用者、東西移動などによる動線の交錯など、

利便性・快適性の低下 

東急電鉄利用者

ＪＲ利用者

東急電鉄・ＪＲ乗換利用者

凡例凡例凡例凡例     

駅東西間移動利用者

駅ビル利用者

 

 

JR 

（37％） 

 

東急 

（11％） 

東西間 

（25％） 

駅ビル 

（27％） 

鉄道計：約 48％ 

6,320 人/時 

 

 

JR 

（42％） 

 

東急 

（8％） 
駅ビル 

（29％） 

東西間 

（21％） 

鉄道計：約 50％ 

8,390 人/時 

（平日 12時台） 
（休日 17時台） 

 
１０分ピーク時 

交通量

※1

 

1 分当たり 

交通量 

有効な 

歩道幅員

※2 

単位ｍ当たり 1

分当たり交通量 

サービス水準

 

 （人／10 分） （人／分） （ｍ） （人／ｍ・分）  

①東急コンコース 4,081 408 10.0 40.8 B 

②JR・東急連絡通路 1,285 129 5.5 23.5 A 

③JR 中央改札口西口寄り 2,612 261 8.2 31.9 B 

④JR 中央改札口東口寄り 2,668 267 6.2 43.1 B 

 
※1 「１０分ピーク時交通量」は、1時間の交通量内、最も混んでいる１０分間の交通量。 

 

連絡通路のサービス水準【平日ピーク時（午前 8時台）】 

 

資料：平成 23年度蒲田駅東西間移動歩行者通行量調査 

※  調査日・・・平成 23 年 11 月 28 日(月)、平成 23 年 11 月 27 日(日) 

調査方法・・・通行量調査（7 時～22 時） 

ＪＲ中央改札口ＪＲ中央改札口ＪＲ中央改札口ＪＲ中央改札口    

ＪＲ南口ＪＲ南口ＪＲ南口ＪＲ南口    

改札口改札口改札口改札口    

西口駅前広場西口駅前広場西口駅前広場西口駅前広場    

東口駅前広場東口駅前広場東口駅前広場東口駅前広場    

東急改札口東急改札口東急改札口東急改札口    

JRJRJRJR・東急連絡通路・東急連絡通路・東急連絡通路・東急連絡通路    

多目的の動線が交錯 

（休日 17 時台） 

JR 南口改札口前の鉄道利用者

滞留状況（平日 8 時台） 

【④断面（JR中央改札口東口寄り）の歩行者利用状況】 

 

※※※※赤丸数字は連絡通路のサービス水準赤丸数字は連絡通路のサービス水準赤丸数字は連絡通路のサービス水準赤丸数字は連絡通路のサービス水準

を検証した断面を検証した断面を検証した断面を検証した断面交通量の計測場所交通量の計測場所交通量の計測場所交通量の計測場所    

①東急コンコース①東急コンコース①東急コンコース①東急コンコース    ②②②②JRJRJRJR・東急連絡通路・東急連絡通路・東急連絡通路・東急連絡通路    

③③③③JRJRJRJR 中央改札口中央改札口中央改札口中央改札口    

西口寄り西口寄り西口寄り西口寄り    

④④④④JRJRJRJR 中央改札口中央改札口中央改札口中央改札口    

東口寄り東口寄り東口寄り東口寄り    

東口東口東口東口 

※1 H24 年度実施の最新の交通量調査結果から、「駅前広場計画指針(建設省(現国土交通省)都市局監修)(平成 10 年)」

に掲載の算定式を用いて面積を算定 

※2 望ましい面積と現状面積の差 

不足面積 

約3,000㎡

※2 

不足面積 

約400㎡

※2 

通過交通処理のため通過交通処理のため通過交通処理のため通過交通処理のために必要なに必要なに必要なに必要な

面積面積面積面積相当分相当分相当分相当分（約（約（約（約1,1,1,1,000000000000㎡）㎡）㎡）㎡）を含むを含むを含むを含む 

通過交通処理のため通過交通処理のため通過交通処理のため通過交通処理のために必要なに必要なに必要なに必要な

面積面積面積面積相当分相当分相当分相当分（約（約（約（約1,1,1,1,666600000000㎡）㎡）㎡）㎡）を含むを含むを含むを含む 

望ましい面積（現状）望ましい面積（現状）望ましい面積（現状）望ましい面積（現状）    

約約約約7,4007,4007,4007,400㎡㎡㎡㎡

※１※１※１※１    

望ましい面積（現状）望ましい面積（現状）望ましい面積（現状）望ましい面積（現状）    

約約約約5,85,85,85,800000000㎡㎡㎡㎡

※※※※1111    

現状面積現状面積現状面積現状面積    

約約約約4,4504,4504,4504,450㎡㎡㎡㎡    

（都市計画決定面積）（都市計画決定面積）（都市計画決定面積）（都市計画決定面積）    

西口西口西口西口    

現状面積現状面積現状面積現状面積    

約約約約5,4005,4005,4005,400㎡㎡㎡㎡    

（都市計画決定面積）（都市計画決定面積）（都市計画決定面積）（都市計画決定面積）    

※2「有効な歩道幅員」は、通路全幅から柱部分を除くとともに、柱・壁・店舗側端からの余裕幅、券売機処理空間等

を除いて残る幅員を設定。 



７ 

３３３３））））    自転車駐車場自転車駐車場自転車駐車場自転車駐車場    

・自転車駐車台数（需要）と自転車駐車場収容台数（供給）は、東口、西口とも、概ね均衡しているものの、

放置自転車が多数存在 

・自転車駐車場利用者の大半は通勤・通学目的、路上放置自転車の大半は買い物等目的 

通勤・通学 

買い物、私事等 

業務（周辺での打合せ等） 

その他 

①駐車台数と収容可能台数①駐車台数と収容可能台数①駐車台数と収容可能台数①駐車台数と収容可能台数        

 東口 西口 合計 

駐車台数駐車台数駐車台数駐車台数    6,432 6,489 12,92112,92112,92112,921        

自転車駐車場 5,132 4,541 9,673  

内

訳

 

放置 1,300 1,948 3,248  

自転車駐車場収容可能台数自転車駐車場収容可能台数自転車駐車場収容可能台数自転車駐車場収容可能台数    6,384 6,038 12,42212,42212,42212,422        

                                         ※駐車台数は、15 時のピークの数字である 

資料：平成 23年度蒲田駅周辺自転車利用者駐輪実態調査結果 

②利用目的②利用目的②利用目的②利用目的    

自転車駐車場利用者、路上放置者別利用目的割合 

蒲田駅周辺の駐車台数と収容可能台数 

※  調査日・・・平成 23 年 11 月 30 日(水)  

調査方法・・・駐輪・放置台数調査（7 時～26 時のほぼ 3 時間おき）、アンケートによる利用実態調査 

※１日の回答件数 

（単位：台） 

 利用目的（東口） 利用目的（西口） 

自

転

車

駐

車

場

利

用

者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路

上

放

置

駐

輪

者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：平成 23年度蒲田駅周辺自転車利用者駐輪実態調査結果 

西口駅前広場 

東口駅前広場 

４）４）４）４）    周辺街区周辺街区周辺街区周辺街区    

西口西口西口西口    
東口東口東口東口 

街区面積：約街区面積：約街区面積：約街区面積：約13,40013,40013,40013,400㎡㎡㎡㎡    

建物延床面積：約建物延床面積：約建物延床面積：約建物延床面積：約50,00050,00050,00050,000㎡㎡㎡㎡    

建物棟数：建物棟数：建物棟数：建物棟数：61616161棟棟棟棟    

街区面街区面街区面街区面積：約積：約積：約積：約13,20013,20013,20013,200㎡㎡㎡㎡    

建物延床面積：約建物延床面積：約建物延床面積：約建物延床面積：約63,70063,70063,70063,700㎡㎡㎡㎡    

建物棟数：建物棟数：建物棟数：建物棟数：85858585棟棟棟棟    

    

建物築年数（棟数） 

年数 

～9 

年 

10～19

年 

20～29

年 

30～39

年 

40 年

～ 

棟数 11 9 15 13 36 

（※1 棟不明） 

建物築年数（棟数） 

年数 

～9 

年 

10～19

年 

20～29

年 

30～39

年 

40 年

～ 

棟数 8 4 7 15 25 

（※2 棟不明） 

 

・駅前広場周辺の建物では半数以上の建物が築 30 年以上経過 

 

75％ 

20％ 

2％ 
3％ 

通勤・通学通勤・通学通勤・通学通勤・通学    

92％ 

2％ 

3％ 

通勤・通学通勤・通学通勤・通学通勤・通学    

78％ 

20％ 

1％ 1％ 

合計：790 件

※

 合計：784 件

※

 

買い物等買い物等買い物等買い物等    

82％ 

買い物等買い物等買い物等買い物等    

10％ 

5％ 

3％ 

合計：377 件

※

 合計：247 件

※

 

3％ 

資料：平成 22年度蒲田駅周辺地区再開発事業化に係る調査 

 


